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は
じ
め
に

　

近
世
に
お
け
る
四
国
遍
路
関
係
史
料
の
一
つ
に
、『
奉
弘
法
大
師
御

伝
記
』、『
弘
法
大
師
空
海
根
本
縁
起
』、『
四
国
辺
路
御
開
基
弘
法
大
師

縁
起
完
』
な
ど
名
称
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
前
半
に
空
海
の
伝
記
、
後
半

に
四
国
遍
路
の
由
来
や
功
徳
を
記
し
た
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料

の
中
に
は
、
説
経
『
苅
萱
』
の
「
高
野
の
巻
」
と
同
じ
く
、
空
海
の
父

を
「
藤
新
太
夫
」、
母
を
「
あ
こ
や
」
な
ど
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
も
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る（

１
）。

　

こ
れ
ら
の
史
料
に
つ
い
て
詳
し
く
考
察
さ
れ
た
の
が
武
田
和
昭
氏
で

あ
る（

２
）。

武
田
和
昭
氏
は
『
弘
法
大
師
空
海
根
本
縁
起
』
を
中
心
に
他
の

も
の
も
あ
わ
せ
て
考
察
さ
れ
、『
弘
法
大
師
空
海
根
本
縁
起
』
の
作
成

に
は
弥
谷
寺
や
白
方
屏
風
ヶ
浦
周
辺
に
住
し
た
念
仏
聖
が
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
、
四
国
遍
路
と
高
野
山
や
弘
法
大
師
と
の
関
係
を
明
確
に
し
四

国
遍
路
の
功
徳
を
説
い
て
人
々
に
勧
め
る
こ
と
が
作
成
目
的
で
あ
っ
た

こ
と
、
内
容
面
で
は
西
国
巡
礼
縁
起
の
影
響
を
大
い
に
受
け
て
い
る
こ

と
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
基
本
的
に
は
い
ず
れ
も
首
肯
で
き
る
も

の
だ
が
、
い
く
つ
か
の
点
で
さ
ら
に
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
後
半
、
す
な
わ
ち
四

国
遍
路
の
由
来
や
功
徳
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
（
以
下
で
は
こ
の
部
分

を
四
国
遍
路
縁
起
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
に
焦
点
を
あ
て
、
西
国
巡
礼

縁
起
と
の
関
係
と
多
度
数
巡
拝
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
武
田
和
昭
氏
に
従
い
こ
れ
ら
の
史
料
を
次
の
三

つ
の
系
統
に
分
類
し
て
お
く（

３
）。

Ａ
『
奉
弘
法
大
師
御
伝
記
』

Ｂ
『
弘
法
大
師
空
海
根
本
縁
起
』

Ｃ
『
四
国
辺
路
御
開
基
弘
法
大
師
縁
起
完
』

　

Ａ
は
善
通
寺
所
蔵
の
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
の
版
本
で
、
巻
末
に

「
元
禄
元
年
土
州
一
ノ
宮
」
と
あ
る（

４
）。

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
書
写

の
『
弘
法
大
師
御
伝
記
』（
個
人
蔵
）、
高
木
啓
夫
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ

た
嘉
永
二
年
書
写
の
『
弘
法
大
師
御
伝
記
』、
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）

書
写
の
『
南
無
弘
法
大
師
縁
起（

５
）』

は
い
ず
れ
も
Ａ
を
原
本
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

Ｂ
は
武
田
和
昭
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
元
禄
一
二
年（
一
六
九
九
）



二

山
上
皇
は
熊
野
で
再
会
し
、
上
人
か
ら
巡
礼
の
功
徳
が
説
か
れ
る
。

　

武
田
和
昭
氏
は
、
空
海
の
両
親
が
子
供
の
誕
生
を
願
っ
て
参
籠
し
た

の
が
中
山
寺
（
西
国
二
四
番
札
所
）
で
あ
る
こ
と
、
夜
泣
き
が
激
し
い

た
め
捨
て
ら
れ
た
空
海
を
拾
っ
た
の
が
徳
道
上
人
で
あ
る
こ
と
、
空
海

が
香
川
氏
や
衛
門
三
郎
に
閻
魔
宮
の
秘
密
の
御
判
を
与
え
た
と
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
Ｂ
が
西
国
巡
礼
縁
起
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指

摘
さ
れ
た
の
だ
が
、
詳
細
に
検
討
す
る
と
さ
ら
に
い
く
つ
も
の
類
似
点

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
後
半
の
弘
法
大
師
と
香
川

氏
、
四
国
遍
路
の
功
徳
の
部
分
は
西
国
巡
礼
縁
起
を
下
敷
き
と
し
て
作

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

弘
法
大
師
と
香
川
氏
の
話
は
、
Ａ
は
き
わ
め
て
簡
略
だ
が
、
Ｂ
Ｃ
に

は
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
Ｂ
と
Ｃ
は
だ
い
た
い
同
内
容
な
の
で
、

こ
こ
で
は
Ｂ
を
掲
げ
て
お
く
。

　

ア　

扨
又
四
国
に
八
十
八
ヶ
所
を
建
立
有
て
、
始
て
辺
路
を
三
十
三

度
、
中
辺
路
を
七
度
さ
せ
給
、
中
に
も
讃
岐
国
香
川
氏
と
申
大
明

有
け
る
か
、
子
を
持
ち
万
の
人
の
軍
兵
を
持
ち
、
弓
箭
と
る
と
雖

も
誠
に
此
世
者
一
時
の
栄
花
也
、
扨
後
生
を
願
わ
ん
と
お
も
ひ
、

弘
法
大
師
を
御
師
匠
に
頼
み
奉
、
永
禄
二
年
三
月
五
日
に
花
の
泪

を
引
か
へ
し
も
与
結
ゆ
ひ
を
切
り
給
、
其
時
の
供
以
上
百
廿
十
人

也
、
香
川
殿
、
大
師
に
向
か
い
て
の
給
ハ
、
如
何
に
弘
法
皆
の
御

布
施
に
は
、
七
珍
万
宝
か
国
の
所
領
か
弘
法
大
師
御
届
た
る
へ

し
、
弘
法
聞
召
、
久
し
か
ら
ぬ
後
せ
な
ら
は
七
珍
万
宝
も
国
の
所

領
も
無
益
也
、
唯
一
切
の
衆
生
成
仏
有
へ
き
様
ニ
と
仰
け
る
、
香

の
写
本
で
、
巻
末
に
「
元
禄
十
二
年
正
月
廿
八
日　

高
野
山
千
手
院
谷

西
方
院
内　

真
教
書
之
」
と
あ
る
。

　

Ｃ
は
喜
代
吉
栄
徳
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
元
文
元
年（
一
七
三
六
）

の
版
本
で
、
末
尾
に
「
元
文
元
丙
辰
」
と
あ
る（

６
）。

同
版
の
も
の
が
、
鎌

田
共
済
会
郷
土
博
物
館
、
香
川
県
立
図
書
館
、
徳
島
県
立
図
書
館
に
あ

る
。

　
一
　
西
国
巡
礼
縁
起

　

西
国
巡
礼
、
す
な
わ
ち
西
国
三
十
三
カ
所
巡
礼
は
平
安
時
代
末
期
に

成
立
し
た
巡
礼
で
あ
る
。
西
国
巡
礼
は
観
音
信
仰
に
基
づ
く
巡
礼
で
、

札
所
の
本
尊
は
い
ず
れ
も
観
音
菩
薩
で
あ
る
。
当
初
の
巡
礼
者
は
僧
侶

や
修
験
者
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
一
五
世
紀
頃
か
ら
一
般
人
も
巡
礼
に

出
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
縁
起
が
作
ら
れ
る（

７
）。

縁
起
の
内
容
は
諸
本
に
よ
り
や
や
異
な
る
が
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

　

養
老
年
中
に
長
谷
寺
の
徳
道
上
人
が
頓
死
し
て
冥
界
に
至
り
、
閻
魔

王
か
ら
三
十
三
の
観
音
霊
場
を
教
え
ら
れ
、
三
十
三
の
印
（
諸
本
で
は

こ
の
他
に
縁
起
、
日
記
、
起
請
文
）
を
与
え
ら
れ
る
。
蘇
生
し
た
徳
道

上
人
は
そ
れ
ら
の
印
を
中
山
寺
に
納
め
る
。
そ
の
後
永
観
年
中
に
仏
眼

上
人
（
熊
野
権
現
の
化
身
）
を
戒
師
と
し
て
出
家
し
た
花
山
上
皇
は
こ

の
こ
と
を
聞
い
て
中
山
寺
に
使
を
送
り
、
そ
れ
ら
の
印
を
三
十
三
所
に

納
め
、
仏
眼
上
人
ら
と
巡
礼
に
出
る
。
熊
野
に
帰
っ
た
仏
眼
上
人
と
花
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三

川
手
大
俗
の
身
と
し
て
、
か
ひ
が
に
衆
生
を
成
仏
な
す
へ
か
ら

す
、
弘
法
答
云
、
さ
れ
は
四
国
に
三
世
諸
仏
の
御
宝
殿
八
十
八
ヶ

所
を
建
立
し
、
辺
路
を
進
め
候
得
と
て
、
日
記
、
縁
起
、
え
ん
ま

わ
う
ぐ
う
の
秘
密
の
御
は
ん
を
請
取
り
、
中
辺
路
を
廿
一
度
成
就

し
給
、
其
友
に
よ
っ
て
香
川
殿
臨
終
の
刻
は
、
八
十
八
ヶ
所
の
諸

神
諸
仏
、
悉
観
音
勢
し
蓮
台
を
傾
け
、
廿
五
の
菩
薩
は
を
ん
か
く

を
な
し
給
い
て
極
楽
浄
土
へ
来
迎
有
る
と
み
へ
て
有
り
、

　

後
生
を
願
う
香
川
氏
が
弘
法
大
師
を
師
と
し
て
出
家
す
る
。
香
川
氏

は
布
施
を
届
け
よ
う
と
す
る
が
、
弘
法
大
師
は
布
施
は
無
益
で
あ
り
、

衆
生
の
成
仏
を
願
う
と
す
る
。
私
に
は
衆
生
を
成
仏
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
す
る
香
川
氏
に
、
弘
法
大
師
は
八
十
八
カ
所
を
建
立
し
、
遍

路
を
勧
め
よ
と
い
う
。
香
川
氏
は
日
記
、
縁
起
、
閻
魔
宮
の
秘
密
の
御

判
を
受
け
取
り
、
中
遍
路
を
二
一
度
す
る
。
香
川
氏
臨
終
の
際
に
は

八
十
八
カ
所
の
諸
神
仏
な
ど
が
来
、
極
楽
浄
土
へ
迎
え
る
。

　

こ
う
し
た
弘
法
大
師
と
香
川
氏
の
話
は
、
西
国
巡
礼
縁
起
に
見
え
る

仏
眼
上
人
と
花
山
上
皇
の
や
り
と
り
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
西
国
巡
礼

縁
起
で
も
、
後
生
を
願
っ
て
出
家
し
た
花
山
上
皇
が
戒
師
の
仏
眼
上
人

に
布
施
を
申
し
出
る
の
だ
が
、
仏
眼
上
人
は
そ
れ
を
無
益
と
し
て
断

り
、
衆
生
の
成
仏
を
求
め
る
。
そ
の
方
法
を
問
う
花
山
上
皇
に
対
し

て
、
仏
眼
上
人
は
三
十
三
所
巡
礼
を
人
々
に
勧
め
よ
と
答
え
る
。

　

語
句
も
酷
似
し
て
い
る
。
上
記
ア
に
よ
る
と
、
香
川
氏
の
申
し
出
た

布
施
は
「
七
珍
万
宝
か
国
の
所
領
」、
弘
法
大
師
の
断
り
と
求
め
の
文

句
は
「
七
珍
万
宝
も
国
の
所
領
も
無
益
也
」、「
一
切
の
衆
生
成
仏
有
へ

き
様
ニ
」
で
あ
る
。
一
方
、
西
国
巡
礼
縁
起
は
、
慶
応
義
塾
大
学
図
書

館
蔵
の
『
三
拾
三
所
観
音
縁
起
』、
松
尾
寺
蔵
の
『
西
国
霊
場
縁
起
』

を
例
に
と
る
と
、
花
山
上
皇
が
申
し
出
た
布
施
は
「
七
珎
ま
ん
ほ
う

か
、
国
の
所
帯
か
」、
仏
眼
の
返
答
は
「
七
珍
万
宝
も
国
の
所
帯
も
無

や
く
也
」、「
末
世
乃
衆
生
の
成
仏
あ
る
へ
き
御
布
施
を
給
ら
ん
」
で
あ

る（
８
）。

な
お
、
香
川
氏
が
受
け
取
っ
た
「
日
記
」、「
縁
起
」、「
え
ん
ま
わ

う
ぐ
う
の
秘
密
の
御
は
ん
」
も
、
西
国
巡
礼
縁
起
の
諸
本
で
は
閻
魔
王

が
徳
道
上
人
に
与
え
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
弘
法
大
師
と
香
川
氏
の
物
語
は
西
国
巡
礼
縁
起
を
ベ
ー

ス
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
違
い
は
弘
法
大

師
が
閻
魔
王
と
仏
眼
上
人
の
両
方
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
西
国
巡
礼
縁
起
は
、
閻
魔
王
が
徳
道
上
人
を
通
し
て
三
十
三
ヶ
所

を
創
始
す
る
話
と
花
山
上
皇
が
仏
眼
上
人
の
教
示
に
よ
り
三
十
三
ヶ
所

を
再
発
見
す
る
話
の
二
段
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
四
国
遍
路
縁

起
で
は
こ
の
二
つ
の
話
が
一
本
化
さ
れ
、
閻
魔
王
と
仏
眼
上
人
が
弘
法

大
師
、
花
山
上
皇
が
香
川
氏
に
作
り
替
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
遍
路
の
功
徳
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
功
徳
に

つ
い
て
も
、
Ａ
は
簡
略
な
の
で
こ
こ
で
も
Ｂ
を
掲
げ
て
お
く
。

　

イ　

故
に
辺
路
を
一
度
廻
り
、
供
養
を
な
し
た
る
友
は
高
野
山
へ

三
十
三
度
の
参
詣
に
あ
た
る
、
辺
路
を
春
る
人
に
道
能
教
、
又
は

一
夜
の
宿
を
借
た
る
友
は
三
毒
内
外
の
わ
へ
不
浄
を
遁
れ
す
、
命

長
遠
に
し
て
思
事
叶
な
り
、
又
は
五
逆
十
悪
の
友
成
共
、
諸
神
諸

仏
の
極
楽
浄
土
得
趣
へ
し
、
辺
路
を
一
度
廻
り
供
養
し
た
る
友



四

も
、
地
獄
に
落
つ
る
物
な
ら
は
、
炎
魔
帝
釈
九
精
進
も
友
に
地
獄

に
お
と
さ
ん
と
の
御
誓
願
也
、
辺
路
を
常
に
念
ず
る
友
は
、
則
都

卒
婆
の
内
院
上
品
上
生
九
ぼ
ん
の
蓮
台
を
傾
、
迎
ひ
取
り
給
へ
と

の
弘
法
大
師
の
御
誓
願
無
疑
、
此
縁
起
を
一
度
聴
聞
す
れ
ば
高
野

山
江
一
度
の
参
詣
に
あ
た
る
也
、
こ
れ
を
聴
聞
す
る
輩
は
毎
日
南

無
大
師
遍
照
金
剛
と
唱
れ
は
、
現
世
あ
ん
お
ん
後
生
善
三
世
の

師
、
七
世
の
父
母
迄
も
成
仏
す
る
事
無
疑
、

　

こ
こ
に
は
遍
路
を
す
る
功
徳
、
遍
路
者
に
道
を
教
え
宿
を
貸
す
功

徳
、
遍
路
を
念
ず
る
功
徳
、
縁
起
を
聴
聞
す
る
功
徳
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
が（

９
）、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
西
国
巡
礼
縁
起
に
み
え
る
も
の
で
あ
る
。

イ
は
最
初
に
一
度
の
遍
路
が
高
野
山
三
十
三
度
の
参
詣
に
あ
た
る
と
す

る
が
、
西
国
巡
礼
縁
起
で
は
一
度
の
巡
礼
が
熊
野
参
詣
三
十
三
度
に
ま

さ
る
と
し
て
い
る
。『
雑
濫
』
の
「
三
十
三
所
巡
礼
縁
起
之
文
」
に
は
、

熊
野
三
十
三
度
の
参
詣
よ
り
も
巡
礼
一
度
の
功
徳
の
方
が
大
き
い
と
あ

り
、
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
『
三
拾
三
所
観
音
縁
起
』
で
も
、
熊
野

を
三
十
三
度
参
詣
し
た
者
よ
り
も
巡
礼
を
一
度
し
た
者
を
私
は
礼
拝
す

る
と
仏
眼
が
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
一
度
遍
路
し
た
も
の
が
地
獄
に
堕

ち
る
時
は
閻
魔
な
ど
も
共
に
落
ち
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慶
応
義
塾
大

学
図
書
館
蔵
『
三
拾
三
所
観
音
縁
起
』、
松
尾
寺
蔵
『
西
国
霊
場
縁
起
』

に
、
一
度
巡
礼
し
た
者
が
地
獄
に
堕
ち
る
時
は
十
王
や
倶
生
神
も
共
に

落
ち
る
と
あ
る
。

　

遍
路
者
に
道
を
教
え
宿
を
貸
す
功
徳
に
つ
い
て
は
、
慶
応
義
塾
大
学

図
書
館
蔵
『
三
拾
三
所
観
音
縁
起
』、
松
尾
寺
蔵
『
西
国
霊
場
縁
起
』

に
、
巡
礼
者
に
一
夜
の
宿
を
貸
し
た
も
の
は
三
世
の
諸
仏
の
供
養
よ
り

も
す
ぐ
れ
て
い
る
と
あ
り
、『
中
山
寺
縁
起
』
で
は
、
巡
礼
者
に
道
を

教
え
、
道
を
直
し
た
も
の
は
利
益
を
得
、
路
傍
の
者
が
「
資
飯
宿
茶
」

を
喜
捨
す
る
と
現
来
世
に
善
果
を
得
る
と
し
て
い
る
。

　

遍
路
を
念
ず
る
功
徳
に
つ
い
て
は
、
巡
礼
を
念
ず
る
と
は
し
て
い
な

い
が
、
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
『
三
拾
三
所
観
音
縁
起
』
に
観
音
を

朝
夕
念
ず
る
者
は
三
世
諸
仏
利
益
に
か
な
う
と
あ
る
。

　

縁
起
聴
聞
の
功
徳
に
つ
い
て
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
西
国
巡
礼

縁
起
』
に
、
縁
起
を
一
度
聴
聞
す
れ
ば
熊
野
一
度
参
詣
に
勝
り
、
五

逆
・
十
悪
の
者
で
も
六
親
眷
属
七
世
父
母
ま
で
成
仏
で
き
る
と
あ
る
。

　

こ
の
他
、
Ｃ
に
は
一
度
遍
路
し
た
者
は
罪
業
消
滅
、
天
上
の
果
を
得

る
と
あ
る
が
、『
壒
囊
抄
』
の
「
三
十
三
所
ノ
観
音
事
」
に
は
、
一
度

巡
礼
し
た
者
は
十
悪
五
逆
を
な
し
て
も
速
や
か
に
罪
が
消
滅
し
、『
雑

濫
』
の
「
三
十
三
所
巡
礼
縁
起
之
文
」
に
は
、
一
度
巡
礼
し
た
者
は
罪

業
消
滅
、
現
世
安
穏
・
後
生
善
処
と
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
四
国
遍
路
縁
起
の
弘
法
大
師
と
香
川
氏
、
四
国
遍

路
の
功
徳
の
部
分
は
西
国
巡
礼
縁
起
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
熊
野
権
現
の
化
身
で
あ
る
仏
眼
上
人
と
閻
魔
王
が
弘

法
大
師
に
、
熊
野
三
十
三
度
参
詣
が
高
野
山
三
十
三
度
参
詣
に
書
き
換

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
西
国
巡
礼
は
熊
野
信
仰
の
影
響
が
強
い
の

に
対
し
、
四
国
遍
路
は
弘
法
大
師
信
仰
を
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
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二
　
多
度
数
巡
拝
者

　

本
章
で
は
、
西
国
巡
礼
縁
起
に
は
み
え
な
い
四
国
遍
路
縁
起
独
自
の

記
述
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

弘
法
大
師
と
香
川
氏
の
や
り
と
り
は
先
述
し
た
が
、
ア
に
よ
る
と

香
川
氏
は
最
後
に
「
極
楽
浄
土
へ
来
迎
有
る
と
み
へ
て
有
り
」
と
あ

る
。
つ
ま
り
、
四
国
遍
路
縁
起
で
は
香
川
氏
は
遍
路
の
功
徳
に
よ
り
西

方
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
た
と
す
る
の
だ
が
、
西
国
巡
礼
縁
起
に
は
巡

礼
を
し
た
花
山
上
皇
の
そ
の
後
の
こ
と
は
見
え
ず
、
香
川
氏
の
極
楽
往

生
の
記
述
は
四
国
遍
路
縁
起
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
に
は
四

国
遍
路
縁
起
を
一
度
聴
聞
し
、
毎
日
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
れ
ば
現
世

安
穏
、
後
生
善
処
と
あ
り
、
こ
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
唱
名
も
西
国
巡
礼

縁
起
に
は
み
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
四
国
遍
路
縁
起
に
み
え
る
こ
う
し

た
阿
弥
陀
信
仰
・
念
仏
信
仰
に
つ
い
て
は
、
武
田
和
昭
氏
が
四
国
遍
路

縁
起
に
は
念
仏
聖
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

が
、
支
持
す
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
注
目
し
た
い
の
が
、
四
国
遍
路
縁
起
で
は
弘
法
大
師
や
香
川
氏

が
何
度
も
遍
路
を
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
多
度
数
巡
拝
を
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
弘
法
大
師
は
、
Ａ
で
は
大
遍
路
七
度
、
中
遍
路
二
一

度
、
小
遍
路
三
三
度
、
Ｃ
で
は
「
三
十
三
度
或
ハ
廿
一
度
又
ハ
七
度
の

修
行
ス
」
と
あ
り（

（1
（

、
香
川
氏
も
二
一
度
の
遍
路
を
行
っ
て
い
る
。
衛
門

三
郎
も
弘
法
大
師
に
会
う
た
め
に
二
一
度
、
さ
ら
に
逆
打
ち
で
七
度
の

四
国
遍
路
を
し
た
と
あ
る
。
西
国
巡
礼
縁
起
で
は
、
花
山
上
皇
の
巡
礼

は
一
度
あ
る
い
は
二
度
で
あ
り
、
こ
う
し
た
多
度
数
巡
拝
は
四
国
遍
路

縁
起
独
自
の
も
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
四
国
遍
路
縁
起
に
は
こ
う
し
た
多
度
数
巡
拝
の
こ
と
が

み
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
当
時
そ
う
し

た
多
度
数
巡
拝
者
が
多
く
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
七
世
紀
前
後
の
史
料
に
は
以
下
の
よ
う
な
四
国
遍
路
多
度
数
巡
拝

者
が
み
え
て
い
る（

（1
（

。

⑴　

道
休　

　

真
念
『
四
国
辺
路
道
指
南
』
の
八
五
番
八
栗
寺
項
に
「
此
禅
門
な
が

く
大
師
に
帰
命
し
奉
り
、
は
き
物
せ
ず
し
て
じ
ゅ
ん
れ
い
す
る
事
十
二

度
、
す
べ
て
二
十
七
度
の
遍
路
功
な
り
て
、
つ
ゐ
に
身
ま
か
る
」、
高

松
市
庵
治
町
に
あ
る
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
道
休
禅
師
墓
に
も

「
四
国
辺
路
廿
七
遍
」
と
あ
り
、
道
休
は
四
国
遍
路
を
二
七
回
、
そ
の

う
ち
一
二
回
は
裸
足
で
遍
路
を
し
た
。

⑵　

真
念

　

真
念
『
四
国
遍
礼
功
徳
記
』
の
中
宜
の
跋
辞
に
、
真
念
は
「
大
師
に

つ
か
へ
奉
ら
ん
と
ふ
か
く
誓
ひ
、
遍
礼
せ
る
事
二
十
余
度
に
及
べ
り
」、

ま
た
寂
本
『
四
国
遍
礼
霊
場
記
』
の
序
文
に
、
真
念
は
「
抖
擻
之
桑
門

也
、
四
国
遍
礼
者
十
数
回
」
と
あ
り
、
真
念
は
一
〇
余
回
あ
る
い
は

二
〇
余
回
の
遍
路
を
行
っ
て
い
た
。

⑶　

天
正
一
九
年
四
国
遍
路
七
度
成
就
塔

　

高
知
県
中
土
佐
町
の
自
然
石
板
碑
に
「
四
国
中
辺
路
□
七
度
成
就

也
」「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
」「
為
美
作
国
住
円
心
逆
修
也
」「
天
正
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十
九
年
辛
卯
年
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。
美
作
国
の
円
心
が
天
正
一
九
年

（
一
五
九
一
）
に
七
回
目
の
遍
路
を
し
た
時
に
建
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑷　

明
暦
二
年
四
国
遍
路
七
度
成
就
塔

  

高
知
県
宿
毛
市
荒
瀬
に
行
海
が
施
主
と
な
っ
て
建
て
た
明
暦
二
年

（
一
六
五
六
）
の
四
国
遍
路
七
度
成
就
塔
（
石
塔
）
が
あ
り
、
碑
文
に

は
「
明
暦
二
年　

四
国
仲
辺
路
行
願
弟
七
度
成
就　

三
月
廿
一
日　

施

主　

行
海
」
と
あ
る
。

⑸　

延
宝
八
年
四
国
遍
路
三
六
度
成
就
塔

　

三
九
番
札
所
延
光
寺
に
高
林
玄
秀
が
施
主
と
な
っ
て
建
て
た
延
宝
八

年
（
一
六
八
〇
）
の
四
国
遍
路
三
十
六
度
成
就
塔
（
石
塔
）
が
あ
り
、

碑
文
に
は
「
四
国
辺
路
三
拾
六
度
往
行
成
就
依
其
、
延
宝
八
庚
申
年
」

「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
施
主
高
林
玄
秀
」「
謹
奉
建
立
石
□
□
□
供
養
者

也
、
十
二
月
廿
一
日
」
と
あ
る
。

⑹　

貞
享
五
年
四
国
遍
路
七
度
成
就
塔

　

同
じ
く
三
九
番
札
所
延
光
寺
に
あ
る
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
の
石

塔
で
、
碑
文
に
は
「
奉
建
立
石
佛
者
四
国
辺
路
七
度
成
就
伸
供
養
所

也
」「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
」「
土
州
幡
多
郡
宿
毛
住
」「
貞
享
五
戊
辰

年
十
一
月
廿
一
日
」「
氷
室
妙
寿
」
と
あ
る
。

⑺　

正
徳
元
年
四
国
遍
路
二
一
度
成
就
塔

　

一
〇
番
札
所
切
幡
寺
の
参
道
に
「
奉
供
養
四
国
遍
礼
二
十
一
度
為
無

上
菩
提
」
と
刻
ま
れ
た
墓
が
あ
る
。
願
主
は
「
美
馬
郡
半
田
村
願
主
春

□
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
七
世
紀
前
後
に
は
四
国
を
何
度
も
巡
る
者
た
ち
が
多

く
お
り
、
こ
う
し
た
多
度
数
巡
拝
者
の
存
在
が
四
国
遍
路
縁
起
に
反
映

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
多
度
数
巡
拝
者
と
は
ど
の
よ
う
な
者
た

ち
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
の
こ
ろ
の
多
度
数
巡
拝
者
と
し
て
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
の

は
西
国
巡
礼
三
十
三
度
行
者
（
以
下
で
は
単
に
三
十
三
度
行
者
と
す

る
）
で
あ
ろ
う
。
三
十
三
度
行
者
と
は
、
西
国
観
音
霊
場
三
十
三
ヶ
所

を
三
十
三
度
巡
る
修
行
者
の
こ
と
で
、
熊
野
那
智
の
行
者
が
有
名
で
あ

る（
（1
（

。
以
下
で
は
、
多
度
数
巡
拝
者
の
問
題
を
考
え
る
た
め
、
三
十
三
度

行
者
お
よ
び
熊
野
と
高
野
山
の
勧
進
聖
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し

た
い
。

　

一
五
世
紀
に
な
る
と
社
会
の
混
乱
に
よ
り
寺
社
の
多
く
は
荘
園
等
か

ら
の
収
入
が
減
少
し
、
造
営
や
修
造
費
用
の
調
達
が
困
難
と
な
る
。
そ

う
し
た
な
か
で
寺
社
の
造
営
・
修
造
費
用
を
確
保
す
る
た
め
に
活
動
し

た
の
が
勧
進
聖
た
ち
で
あ
る
。
熊
野
の
場
合
は
、
従
来
は
造
営
・
修
造

費
用
は
造
営
料
国
や
段
銭
・
棟
別
銭
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
の
だ

が
、
室
町
幕
府
権
力
の
衰
退
に
よ
り
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
し

ま
い
、
一
五
世
紀
後
半
以
降
は
勧
進
聖
た
ち
の
勧
進
活
動
に
頼
ら
ざ
る

を
え
な
く
な
る
。
こ
う
し
た
勧
進
聖
た
ち
を
組
織
化
し
、
造
営
・
修
造

を
担
当
す
る
と
こ
ろ
を
本
願
（
穀
屋
）
と
い
う
。
熊
野
那
智
に
は
七
つ

の
本
願
が
あ
り
、
そ
の
配
下
に
多
く
の
勧
進
聖
た
ち
、
具
体
的
に
は
山

伏
や
熊
野
比
丘
尼
な
ど
が
い
て
、
那
智
を
信
仰
面
・
経
済
面
か
ら
支
え

て
い
た（

（1
（

。
那
智
本
願
の
一
つ
那
智
阿
弥
の
も
と
に
い
た
三
十
三
度
行
者

集
団
も
同
様
で
あ
り
、
熊
野
信
仰
や
西
国
観
音
霊
場
（
那
智
は
西
国
一
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七

番
札
所
）
の
信
仰
を
広
め
な
が
ら
、
勧
進
活
動
に
も
従
事
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
三
十
三
度
行
者
の
成
立
過
程
に
は
不
明
の

点
が
多
い
が
、
一
六
世
紀
に
は
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い（

（1
（

。

　

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
幕
府
の
方
針
に
よ
り
勧
進
聖
を
含
む

遊
行
僧
の
取
り
締
ま
り
が
き
び
し
く
な
り
、
一
方
で
寺
社
へ
の
公
的
な

扶
助
も
復
活
し
た
た
め
、
本
願
お
よ
び
そ
の
配
下
に
あ
っ
た
勧
進
聖
た

ち
の
活
動
は
急
速
に
衰
え
て
い
く
。
熊
野
で
は
、
熊
野
信
仰
の
普
及
に

大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
参
詣
曼
荼
羅
が
作
ら
れ
な
く
な
り
、
ま
た
熊

野
比
丘
尼
も
芸
能
者
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
く
。
こ
う
し
た
な
か

で
熊
野
那
智
の
本
願
の
下
に
あ
っ
た
三
十
三
度
行
者
集
団
も
那
智
を
離

れ
、
河
内
国
仏
眼
寺
に
本
拠
を
移
し
て
、
花
山
院
家
と
の
関
係
を
結
ぶ

な
ど
近
世
的
な
組
織
を
整
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

熊
野
の
勧
進
聖
と
三
十
三
度
行
者
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
高
野
山

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
中
世
高
野
山
に
お
け
る
堂
舎
の
造
営
・
修
造
と

い
え
ば
高
野
聖
に
よ
る
勧
進
活
動
が
有
名
だ
が（

（1
（

、
近
年
の
研
究
に
よ
る

と
高
野
聖
で
は
な
く
山
内
の
衆
徒
（
学
侶
）
あ
る
い
は
衆
徒
に
近
い
勧

進
上
人
が
幕
府
・
朝
廷
と
い
っ
た
公
権
力
や
寺
領
荘
園
を
背
景
に
造

営
・
修
造
活
動
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
他
寺
社

と
同
様
一
五
世
紀
後
半
に
な
る
と
衆
徒
と
行
人
の
対
立
も
あ
っ
て
高
野

山
で
も
勧
進
聖
、
と
り
わ
け
十
縠
聖（

（1
（

と
呼
ば
れ
る
聖
た
ち
が
造
営
・
修

造
の
中
心
と
な
る
。
勧
進
聖
た
ち
は
堂
舎
ご
と
に
本
願
所
を
形
成
し
、

弘
法
大
師
信
仰
を
利
用
し
な
が
ら
盛
ん
に
勧
進
活
動
を
展
開
し
た
。
し

か
し
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
行
人
層
が
造
営
・
修
造
活
動
を
掌
握
し
、

勧
進
聖
の
活
動
は
終
息
に
向
か
う
。
こ
う
し
た
動
き
は
他
の
寺
社
で
は

一
七
世
紀
の
中
頃
か
ら
お
き
る
の
だ
が
、
高
野
山
で
は
そ
れ
よ
り
も
半

世
紀
近
く
前
の
慶
長
年
間
か
ら
本
願
所
の
衰
退
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ

る（
（1
（

。

　

熊
野
と
高
野
山
の
勧
進
聖
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
き
た
が
、
管
見

の
限
り
で
は
江
戸
時
代
以
前
の
高
野
山
の
勧
進
組
織
の
な
か
に
熊
野
那

智
の
三
十
三
度
行
者
の
よ
う
な
存
在
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
三
十
三
度
行
者
集
団
は
江
戸
時
代
に
な
る
と
河
内
国
仏
眼

寺
を
本
拠
と
し
て
近
世
的
な
組
織
を
再
構
築
す
る
が
、
江
戸
時
代
の
四

国
遍
路
多
度
数
巡
拝
者
に
は
そ
う
し
た
組
織
や
集
団
は
み
ら
れ
な
い
の

で
、
高
野
山
の
特
定
の
本
願
所
の
下
に
四
国
遍
路
多
度
数
巡
拝
者
の
組

織
・
集
団
が
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（1
（

。
ま
た
、
江
戸

時
代
に
な
る
と
本
願
所
が
衰
退
し
、
勧
進
聖
の
活
動
も
終
息
し
た
と
す

る
と
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
多
度
数
巡
拝
者
は
、

高
野
山
か
ら
離
れ
個
別
に
存
在
し
て
い
た
者
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
先
に
み
た
多
度
数
巡
拝
者
の
う
ち
真
念
は
大
坂
寺
嶋
、
圓

心
は
美
作
国
、
そ
し
て
史
料
⑺
の
「
願
主
春
□
」
も
美
馬
郡
半
田
村
の

住
人
で
あ
り
、
居
住
地
は
い
ず
れ
も
高
野
山
の
外
で
あ
る
こ
と
は
こ
う

し
た
推
定
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。
さ
ら
に
、
道
休
は
「
此
禅
門
な
が
く

大
師
に
帰
命
し
奉
り
、
は
き
物
せ
ず
し
て
じ
ゅ
ん
れ
い
す
る
事
十
二

度
、
す
べ
て
二
十
七
度
の
遍
路
功
な
り
て
」、
真
念
は
「
大
師
に
つ
か

へ
奉
ら
ん
と
ふ
か
く
誓
ひ
、
遍
礼
せ
る
事
二
十
余
度
に
及
べ
り
」
と
あ

る
よ
う
に
、
彼
ら
は
弘
法
大
師
へ
の
深
い
帰
依
に
よ
っ
て
遍
路
を
行
っ



八

て
お
り
、
そ
こ
に
は
勧
進
的
要
素
は
み
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
道
休
や

真
念
た
ち
は
高
野
山
に
属
し
た
旧
来
の
勧
進
聖
と
は
異
な
る
タ
イ
プ
の

「
聖
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
四
国
遍
路
多
度
数
巡
拝
者

は
高
野
山
か
ら
離
れ
、
弘
法
大
師
信
仰
に
よ
っ
て
遍
路
を
重
ね
て
い
た

者
が
多
く
、
か
つ
て
の
高
野
山
勧
進
聖
と
は
性
格
の
違
う
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
四
国
遍
路
多
度
数
巡
拝
者
は
何
度
に
も
わ
た
っ
て

四
国
を
巡
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
国
三
十
三
度
行
者
に
つ
い
て
は
、
参

詣
回
数
が
多
い
ほ
ど
功
徳
も
大
き
い
と
さ
れ
る
熊
野
詣
の
影
響
が
あ
っ

た
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
西
国
巡
礼
と
熊
野
詣
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
る

の
で
、
多
度
数
の
参
詣
を
理
想
と
す
る
熊
野
詣
の
影
響
に
よ
り
西
国

三
十
三
度
行
者
が
生
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
三
三
と
い
う
数
字

に
つ
い
て
は
、
観
音
の
化
身
数
三
三
に
よ
る
も
の
、
山
伏
の
三
三
度
入

峰
修
行
が
巡
礼
修
行
に
転
化
し
た
も
の
、
三
三
度
の
熊
野
詣
を
も
っ
て

満
行
と
す
る
考
え
に
よ
る
も
の
な
ど
の
説
が
あ
る（

（2
（

。

　

四
国
遍
路
が
熊
野
信
仰
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で（

（2
（

、
あ
る
い
は
西
国
三
十
三
度
行
者
と
同
様

に
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
詳
し
く
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

回
数
も
四
国
遍
路
は
七
、
二
一
、
三
三
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
あ
ま
り

統
一
性
は
み
ら
れ
な
い
。
各
数
字
の
う
ち
、
七
と
二
一
は
古
来
の
仏
教

の
聖
数
七
に
ち
な
む
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
二
一
は
空
海
の
命
日
二
一
日

と
も
関
連
し
よ
う（

（2
（

。
三
三
は
、
四
国
遍
路
が
本
来
僧
や
修
験
者
の
修
行

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
山
伏
の
三
三
度
入
峰
修
行
に
よ
る
可
能

性
が
強
い
が
、
西
国
三
十
三
度
行
者
の
例
に
な
ら
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

四
国
遍
路
多
度
数
巡
拝
者
は
一
八
世
紀
以
降
も
多
く
見
ら
れ
る（

（2
（

。
明

治
時
代
以
降
も
生
涯
に
二
八
〇
度
の
巡
拝
を
し
た
中
務
茂
兵
衛
の
よ
う

に
多
度
数
巡
拝
者
は
少
な
く
は
な
い
。
一
方
、
一
六
世
紀
以
前
の
こ
と

は
中
世
の
四
国
遍
路
関
係
史
料
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て

は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
西
国
三
十
三
度
行
者
に
つ
い
て

は
「
永
正
三
年
卯
月
廿
八
日　

西
国
三
十
参
度
順
礼
」
な
ど
の
一
六
世

紀
の
納
札
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
て
一
六
世
紀
初
期
に
は
存
在
し
た

ら
し
い（

（2
（

。
た
だ
、
永
禄
元
年
（
一
五
六
七
）
の
「
石
手
寺
刻
板
」
に
み

え
る
衛
門
三
郎
伝
説
は
一
六
世
紀
の
四
国
遍
路
多
度
数
巡
拝
者
を
考
え

る
際
の
一
つ
の
材
料
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
い
ず
れ

の
四
国
遍
路
縁
起
に
も
衛
門
三
郎
が
二
一
度
巡
拝
し
た
と
あ
る
の
に
、

「
石
手
寺
刻
板
」
の
衛
門
三
郎
伝
説
に
は
「
剃
レ
髪
捨
レ
家
、
順
二
四
国

辺
路
一
」
と
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る（

（2
（

。
そ
こ
で
四
国
遍
路
縁
起
と
「
石

手
寺
刻
板
」
の
衛
門
三
郎
伝
説
に
み
え
る
数
字
を
調
べ
る
と
、
四
国
遍

路
縁
起
で
は
衛
門
三
郎
の
子
が
八
人
、
衛
門
三
郎
の
遍
路
回
数
が
二
一

度
、
河
野
家
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
が
三
年
後
、
石
の
大
き
さ
が
一
寸

八
分
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、「
石
手
寺
刻
板
」
で
は
衛
門
三
郎
の
子

と
石
の
大
き
さ
は
同
じ
く
八
人
、
一
寸
八
分
だ
が
、
衛
門
三
郎
の
遍
路

回
数
は
み
え
ず
、
生
ま
れ
変
わ
り
も
「
経
年
月
」
と
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
文
章
上
の
単
な
る
省
略
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
つ
ま
り
衛
門
三



四
国
遍
路
縁
起
と
西
国
巡
礼
縁
起

九

郎
の
遍
路
回
数
の
有
無
に
は
遍
路
者
の
時
代
性
が
反
映
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
れ
ば
、
一
六
世
紀
後
半
に
は
多
度
数
巡
拝
者
は
ま
だ
あ
ま
り
い
な

か
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

四
国
遍
路
多
度
数
巡
拝
者
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
い
え

ば
彼
ら
が
四
国
遍
路
縁
起
の
作
成
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
武
田
和
昭
氏
は
縁
起
の
作
成
者
に
つ
い
て
、
弥
谷
寺
や
白
方
周

辺
に
住
し
、
高
野
山
と
の
関
係
を
有
す
る
念
仏
聖
を
想
定
さ
れ
て
い
る

が
、
縁
起
の
趣
旨
が
弘
法
大
師
へ
の
帰
依
と
四
国
遍
路
の
勧
め
に
あ

り
、
ま
た
縁
起
で
は
弘
法
大
師
、
香
川
氏
、
衛
門
三
郎
の
い
ず
れ
も
が

多
度
数
巡
拝
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
熱
烈
な
弘
法
大
師
信
奉

者
で
あ
り
、
か
つ
多
度
数
巡
拝
の
実
践
者
で
あ
る
彼
ら
の
存
在
が
縁
起

の
内
容
に
反
映
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
作
成
に
も
関
与
し
て

い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う（

（2
（

。

　
お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
四
国
遍
路
縁
起
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た

が
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
四
国
遍
路
縁
起
は
西
国
巡
礼
縁
起
を
下

敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
第
二
章
で
み
た
よ
う
な
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
部
分
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
体
的
に
み
れ
ば
西
国

巡
礼
縁
起
に
比
べ
る
と
四
国
遍
路
縁
起
は
独
自
性
に
乏
し
い
と
い
え
よ

う
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
西
国
巡
礼
縁
起
は
冥
界
に
行
っ
た
徳
道
上
人
が

閻
魔
王
か
ら
三
十
三
の
観
音
霊
場
の
印
を
与
え
ら
れ
て
蘇
生
す
る
前
半

部
と
、
花
山
上
皇
が
そ
れ
ら
の
印
を
「
発
見
」
し
て
巡
礼
に
出
る
後
半

部
の
二
つ
か
ら
な
る
が
、
舩
田
淳
一
氏
に
よ
れ
ば
、
前
者
の
冥
土
・
蘇

生
譚
は
修
行
者
の
宗
教
実
践
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
四

国
遍
路
と
同
様
中
世
ま
で
の
西
国
巡
礼
は
僧
侶
や
修
験
者
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
、
札
所
が
あ
る
霊
山
で
は
き
び
し
い
修
行
が
な
さ
れ
た
。
山
中

の
札
所
に
は
「
祖
霊
信
仰
・
山
中
他
界
観
に
基
づ
く
冥
界
信
仰
」
を
持

つ
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
う
し
た
場
所
で
な
さ
れ
る
参
籠
な
ど
の
宗
教
実

践
に
お
い
て
は
「
地
獄
の
閻
魔
と
の
対
面
と
現
世
へ
の
蘇
生
と
い
う
、

冥
界
と
交
感
す
る
神
秘
体
験
が
現
出
」
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
徳
道
上
人
の
冥
土
・
蘇
生
譚
は
西
国
巡
礼
修
行
者
の
宗
教
実
践
か

ら
生
ま
れ
、
彼
ら
に
よ
り
伝
承
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

一
方
、
後
半
部
の
花
山
上
皇
の
西
国
巡
礼
創
始
譚
は
、
花
山
上
皇
が

悲
劇
性
と
神
秘
性
を
合
わ
せ
も
つ
貴
種
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
中
世

に
な
る
と
花
山
上
皇
は
陰
謀
に
よ
り
退
位
さ
せ
ら
れ
た
悲
劇
の
王
で
あ

る
と
と
も
に
、
各
地
の
放
浪
と
熊
野
で
の
修
行
に
よ
り
法
力
を
も
つ
神

秘
的
王
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
花
山
上
皇
は
、
漂

白
す
る
廃
王
と
し
て
神
話
的
イ
メ
ー
ジ
が
増
幅
し
、「
苦
修
練
行
の
実

践
的
な
先
達
た
る
資
格
を
十
二
分
に
そ
な
え
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、

し
か
も
そ
の
始
祖
性
を
神
話
的
に
修
飾
す
る
の
に
好
都
合
な
第
一
級
の

貴
種
で
も
あ
っ
た
」
こ
と
か
ら
、
西
国
巡
礼
の
祖
と
し
て
仰
が
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。



一
〇

　

こ
の
よ
う
に
、
西
国
巡
礼
縁
起
は
平
安
時
代
以
来
の
巡
礼
者
の
宗
教

実
践
や
花
山
上
皇
の
特
異
な
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
の
で

あ
り
、
史
料
上
の
初
見
が
一
五
世
紀
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
長
い
時
間

を
か
け
て
徐
々
に
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
四
国
遍
路
は
、
そ
れ
自
体
は
平
安
時
代
以
来
の
歴
史
を
持
つ

が
、
八
八
の
札
所
の
成
立
は
新
し
く
、
一
六
世
紀
末
─
一
七
世
紀
初
頃

の
こ
と
で
あ
っ
た（

（2
（

。
し
た
が
っ
て
、
八
八
の
札
所
を
巡
る
と
い
う
巡
礼

形
式
の
歴
史
は
浅
く
、
こ
の
た
め
四
国
遍
路
で
は
独
自
の
縁
起
を
持
つ

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
一
七
世
紀

後
半
か
ら
四
国
遍
路
が
大
衆
化
し
、
四
国
八
十
八
ヵ
所
の
由
来
を
説
く

縁
起
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
四
国
八
十
八
ヵ
所
巡
礼

に
は
西
国
巡
礼
の
よ
う
に
多
く
の
巡
礼
者
の
巡
礼
実
践
の
積
み
重
ね
の

中
か
ら
縁
起
を
生
み
出
す
ほ
ど
の
時
間
的
経
過
が
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
西
国
巡
礼
縁
起
や
石
手
寺
の
衛
門
三
郎
伝
説
を
下
敷
き
に
し
た
形
で

し
か
縁
起
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

註
（
１
）	　

真
野
俊
和
「
弘
法
大
師
の
母
─
あ
こ
や
御
前
の
伝
承
と
四
国
霊
場
縁
起
─
」（
同

『
日
本
遊
行
宗
教
論
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
、
初
出
は
一
九
八
六
年
）。

（
２
）		

武
田
和
昭
「『
弘
法
大
師
空
海
根
本
縁
起
』
の
内
容
と
成
立
背
景
─
四
国

八
十
八
ヶ
所
辺
路
成
立
を
め
ぐ
っ
て
─
」（
同
『
四
国
辺
路
の
形
成
過
程
』
岩
田
書

院
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
は
二
〇
〇
七
年
）。
以
下
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
武

田
和
昭
氏
の
所
論
に
触
れ
る
場
合
は
い
ず
れ
も
こ
れ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、

史
料
Ｂ
か
ら
の
引
用
も
こ
の
論
文
に
よ
る
。

（
３
）		

武
田
和
昭
「
説
経
『
苅
萱
』「
高
野
の
巻
」
と
『
弘
法
大
師
空
海
根
本
縁
起
』

─
四
国
辺
路
と
の
関
係
─
」（『
密
教
美
術
と
歴
史
文
化
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
一
年
）。

武
田
和
昭
氏
は
阪
口
弘
之
氏
蔵
本
を
Ｄ
に
分
類
さ
れ
る
が
、
武
田
和
昭
氏
の
い
わ
れ

る
よ
う
に
全
体
と
し
て
は
Ａ
系
な
の
で
、
こ
こ
で
は
Ａ
に
含
め
る
こ
と
に
す
る
。
な

お
、
武
田
和
昭
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
写
本
・
版
本
は
一
〇
点
余
あ
る
。

（
４
）		

愛
媛
大
学
法
文
学
部
日
本
史
研
究
室
蔵
の
『
奉
納
四
国
中
辺
路
之
日
記
』
も
同
じ

く
「
元
禄
元
年
土
州
一
ノ
宮
」
発
行
で
あ
り
、
関
連
性
が
注
目
さ
れ
る
。

（
５
）		

高
木
啓
夫
「
南
無
弘
法
大
師
縁
起
─
弘
法
大
師
と
そ
の
呪
術
─
」、
同
「
弘
法
大

師
御
伝
記
─
弘
法
大
師
と
そ
の
呪
術
─
」（『
講
座
日
本
の
巡
礼
第
二
巻　

聖
蹟
巡

礼
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
、
初
出
は
一
九
八
六
年
、
一
九
八
七
年
）。

（
６
）		

喜
代
吉
栄
徳
「
四
国
辺
路
御
開
基
弘
法
大
師
縁
起
完
」（『
四
国
辺
路
研
究
』
五
、

一
九
九
四
年
）。

（
７
）		

西
国
巡
礼
縁
起
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
を
参
照
し
た
。
浅
野
清
編
『
西
国

三
十
三
所
霊
場
寺
院
の
総
合
的
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
〇
年
）、
恋

田
知
子
「『
西
国
巡
礼
縁
起
』
の
構
造
と
展
開
」（
同
『
仏
と
女
の
室
町
─
物
語
草
子

論
─
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
は
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
記
述
さ
れ
る
巡

礼
─
西
国
・
熊
野
の
諸
相
か
ら
─
」（『
説
話
・
伝
承
学
』
一
七
、
二
〇
〇
九
年
）、

同
「
直
談
と
縁
起
─
堕
地
獄
・
蘇
生
の
物
語
─
」（『
遊
楽
と
信
仰
の
文
化
学
』
森
話

社
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
霊
場
巡
礼
の
成
立
と
縁
起
生
成
─
巡
礼
縁
起
の
形
態
を

端
緒
と
し
て
─
」（『
中
世
の
寺
社
縁
起
と
参
詣
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
。

な
お
、
恋
田
知
子
「『
西
国
巡
礼
縁
起
』
の
構
造
と
展
開
」
の
「
西
国
巡
礼
縁
起
お

よ
び
関
連
文
献
年
譜
（
抄
）」
に
中
近
世
の
西
国
巡
礼
縁
起
が
ま
と
め
ら
れ
て
あ
り
、

便
利
で
あ
る
。

（
８
）		

こ
の
他
、
香
川
氏
が
永
禄
二
年
に
「
花
の
泪
を
引
か
へ
し
」
も
と
結
い
を
切
る
と

あ
る
が
（
Ｃ
に
は
「
は
な
の
た
も
と
を
引
か
へ
」
と
あ
る
）、
松
尾
寺
蔵
『
西
国
霊

場
縁
起
』
に
は
出
家
し
た
花
山
上
皇
が
「
花
の
袂
を
ひ
る
か
へ
し
」
麻
の
衣
を
着
た

と
あ
る
。

（
９
）		

Ａ
に
は
遍
路
を
す
る
功
徳
、
遍
路
者
に
道
を
教
え
宿
を
貸
す
功
徳
し
か
み
え
な

い
。



四
国
遍
路
縁
起
と
西
国
巡
礼
縁
起

一
一

（
10
）		

Ｂ
に
は
「
始
て
辺
路
を
三
十
三
度
、
中
辺
路
を
七
度
さ
せ
給
」
と
あ
る
。

（
11
）		

以
下
に
つ
い
て
は
、
白
井
加
寿
志｢

四
国
遍
路
の
実
態｣

（『
徳
島
の
研
究　

第
七

巻
民
俗
編
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
二
年
）、
喜
代
吉
栄
徳
『
四
国
の
辺
路
石
と
道

守
り
』（
海
王
舎
、
一
九
九
一
年
）、
同
『
へ
ん
ろ
人
列
伝
』（
海
王
舎
、
一
九
九
九

年
）、『
牟
礼
町
史
』（
一
九
九
三
年
）、
林
勇
作
『
土
佐
の
石
造
遺
品
集
』（
一
九
九
五

年
）、『
四
国
遍
路
の
あ
ゆ
み
』（
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
年
）、

『
土
佐
国　

石
塔
・
石
仏
巡
礼
Ⅰ
』（
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
二
〇
〇
四
年
）、

小
松
勝
記
『
ヘ
ン
ロ
道
を
辿
る
』（
毎
日
新
聞
高
知
支
局
、
二
〇
〇
七
年
）、
高
知
県

歴
史
の
道
調
査
報
告
書
第
二
集
『
ヘ
ン
ロ
道
』（
高
知
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇

年
）
な
ど
を
参
照
。

（
12
）		

三
十
三
度
行
者
に
つ
い
て
は
、
豊
島
修
「
西
国
巡
礼
聖
の
一
資
料
─
熊
野
那
智
山

の
三
十
三
所
巡
礼
行
者
を
中
心
に
─
」（
同
『
熊
野
信
仰
と
修
験
道
』
名
著
出
版
、

一
九
九
〇
年
、
初
出
は
一
九
七
九
年
）、
小
嶋
博
巳
「
行
者
集
団
の
形
成
」（『
西
国

巡
礼
三
十
三
度
行
者
の
研
究
』
岩
田
書
院
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
し
た
。

（
13
）		

熊
野
の
勧
進
聖
に
つ
い
て
は
、
豊
島
修
「
熊
野
信
仰
と
勧
進
聖
─
中
世
末
期
の
那

智
本
願
─
」（『
近
畿
霊
山
と
修
験
道
』
名
著
出
版
、
一
九
七
八
）、
吉
井
敏
幸
「
近

世
初
期
一
山
寺
院
の
寺
僧
集
団
」（『
日
本
史
研
究
』
二
六
六
、
一
九
八
四
年
）、
太

田
直
之
『
中
世
の
社
寺
と
信
仰
─
勧
進
と
勧
進
聖
の
時
代
─
』
第
二
編
第
一
章
（
弘

文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
14
）		

豊
島
修
氏
、
吉
井
敏
幸
氏
は
三
十
三
度
行
者
が
西
国
巡
礼
の
先
達
も
つ
と
め
て
い

た
と
す
る
が
（
豊
島
修
註
（
12
）
前
掲
論
文
、
吉
井
敏
幸
「
西
国
三
十
三
所
の
成
立

と
巡
礼
寺
院
の
庶
民
化
」（
浅
野
清
編
『
西
国
三
十
三
所
霊
場
寺
院
の
総
合
的
研
究
』

註
（
７
）
前
掲
書
））、
小
嶋
博
巳
氏
は
三
十
三
度
行
者
の
先
達
機
能
に
つ
い
て
は
否

定
的
で
あ
る
（
註
（
12
）
前
掲
論
文
）。

（
15
）		

五
来
重
『
高
野
聖
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）。

（
16
）		

十
縠
聖
は
木
食
聖
と
も
い
い
、
穀
物
を
断
つ
行
を
し
て
い
る
聖
の
こ
と
で
あ
る
。

穀
断
と
い
う
常
人
に
は
な
し
え
な
い
行
為
に
よ
り
宗
教
性
が
高
ま
り
、
勧
進
と
い
う

人
々
の
信
仰
心
に
訴
え
喜
捨
を
請
う
活
動
に
と
っ
て
有
利
に
働
い
た
（
太
田
直
之
註

（
13
）
前
掲
書
第
二
編
第
四
章
、
第
六
章
）。

（
17
）		

し
か
し
、
高
野
山
か
ら
聖
が
い
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
に
は
高

野
山
の
組
織
と
し
て
学
侶
方
、
行
人
方
と
並
ん
で
聖
方
が
存
在
し
、
奥
院
周
辺
に
は

近
世
に
な
っ
て
も
十
縠
聖
が
集
ま
っ
て
修
行
生
活
を
営
ん
で
い
た
（
太
田
直
之
註

（
13
）
前
掲
書
第
二
編
第
五
章
）。

（
18
）		

次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
三
十
三
度
行
者
の
巡
拝
回
数
は
三
三
だ
が
、
四
国
遍
路
多

度
数
巡
拝
者
の
そ
れ
は
、
七
、
二
一
、
三
三
と
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
巡

拝
回
数
に
統
一
性
が
な
い
こ
と
も
四
国
遍
路
多
度
数
巡
拝
者
に
は
組
織
的
ま
と
ま
り

が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

（
19
）		

も
ち
ろ
ん
、
真
念
と
四
国
遍
路
を
同
行
し
た
洪
卓
が
「
高
野
山
奥
院
護
摩
堂
本
樹

軒
主
」（『
四
国
辺
路
道
指
南
』）
で
あ
り
、
ま
た
高
野
山
の
学
僧
寂
本
に
『
四
国
遍

礼
霊
場
記
』
の
執
筆
を
依
頼
し
た
よ
う
に
、
真
念
と
高
野
山
と
は
決
し
て
無
関
係
で

は
な
か
っ
た
。
ま
た
、『
四
国
辺
路
道
指
南
』
と
『
四
国
遍
礼
霊
場
記
』
の
売
り
上

げ
を
伊
予
国
満
願
寺
の
修
理
料
に
充
て
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
か
つ
て
の
勧

進
聖
の
面
影
を
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
20
）		

新
城
常
三
『
新
稿 

社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
四
四
二
頁
（
塙
書
房
、

一
九
八
二
年
）、
豊
島
修
註
（
12
）
前
掲
論
文
、
小
嶋
博
巳
註
（
12
）
前
掲
論
文
。

（
21
）		

宮
崎
忍
勝
『
遍
路
─
そ
の
心
と
歴
史
─
』
第
四
章
（
小
学
館
、
一
九
七
四
年
）、

近
藤
喜
博
『
四
国
遍
路
研
究
』
第
一
部
第
九
章
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
二
年
）、

星
野
英
紀
「
四
国
遍
路
と
山
岳
信
仰
」（『
大
山
・
石
鎚
と
西
国
修
験
道
』
名
著
出

版
、
一
九
七
九
年
）
な
ど
。

（
22
）		

先
述
し
た
（
４
）（
５
）（
６
）
の
ほ
か
、
四
国
遍
路
関
係
の
石
碑
・
石
塔
に
は
日

付
を
二
一
日
す
る
も
の
が
多
く
、
二
一
と
い
う
数
字
は
四
国
遍
路
に
と
っ
て
特
別
の

数
字
で
あ
っ
た
。

（
23
）		

『
四
国
遍
路
の
あ
ゆ
み
』（
註
（
11
）
前
掲
書
）
二
六
九
頁
以
下
に
多
く
の
多
度
数

巡
拝
者
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
24
）		
小
嶋
博
巳
註
（
12
）
前
掲
論
文
。

（
25
）		

「
石
手
寺
刻
板
」
な
ど
の
衛
門
三
郎
伝
説
と
四
国
遍
路
縁
起
の
衛
門
三
郎
伝
説
の

違
い
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
衛
門
三
郎
伝
説
と
熊
野
信
仰
」（『
四
国
遍
路
と
世
界
の

巡
礼
』
二
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。



一
二

（
26
）		

も
ち
ろ
ん
、
武
田
和
昭
氏
の
い
わ
れ
る
念
仏
聖
の
な
か
に
多
度
数
巡
拝
者
が
い
た

可
能
性
も
十
分
想
定
さ
れ
る
。

（
27
）		
舩
田
淳
一
「
中
世
巡
礼
の
精
神
史
─
山
林
修
行
者
と
冥
界
の
問
題
─
」（『
日
本
思

想
史
学
』
四
五
、
二
〇
一
三
年
）。

（
28
）		

中
村
生
雄
「
狂
気
と
好
色
を
め
ぐ
る
物
語
─
花
山
上
皇
の
西
国
巡
礼
創
始
譚
─
」

（
同
『
日
本
の
神
と
王
権
』
法
蔵
館
、
一
九
九
四
年
）。

（
29
）		

内
田
九
州
男
「
四
国
八
十
八
ヵ
所
の
成
立
時
期
」（『
四
国
遍
路
と
世
界
の
巡
礼
』

法
蔵
館
、
二
〇
〇
七
年
）。

＊
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
２
５
２
８
４
１
２
４
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。


